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□面積按分

面積按分とは、任意の形状でデータを集計する場合に、その形状の面積の比率でデータを按分す

ることです。

面積按分の算出方法は以下のとおりです。

全体の面積：１.０ha 全体の人口：１００人

交通空白地域の人口＝（交通空白地域の面積）／（全体の面積）×（全体の人口）

＝０.６ha／１.０ha×１００人

＝６０人

□棟数按分

棟数按分とは、任意の形状でデータを集計する場合に、その形状内の建物の棟数の比率でデータ

を按分することです。面積按分に比べ、居住地分布を考慮しているため、より実態に近い結果が期

待できます。今回は、ＤＭデータ（測量成果の電子納品の標準データ形式で都市計画基図等に用い

られるデータ）の建物レイヤーにある建物を対象とし棟数としています。

棟数按分の算出方法は以下のとおりです。

全体の棟数：１００棟 全体の人口：１００人

交通空白地域の人口＝（交通空白地域の棟数）／（全体の棟数）×（全体の人口）

＝２０棟／１００棟×１００人

＝２０人
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図１ 運行開始前の面積按分



図２ 運行開始後の面積按分



図３ 運行開始前の棟数按分



図４ 運行開始後の棟数按分


